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レの小学校」が多くの点で一致することを確認した。また、1955 年から 1960 年までのファン・アイクの建築作
品（4作品）について概観し、「ナーヘレの小学校」において認められる構成的特徴を部分的に特化させ、展開さ
せていることを指摘した。以上より、第3章で明らかにしたファン・アイクの特徴的な設計手法及び「ナーヘレ
の小学校」を初期設計作品の結節点として位置付ける妥当性を例証した。	 
加えて、ファン・アイクの鍵概念「対現象」、「中間領域」、「コンフィギュレーション」について、初期設計作
品からその一端を解題することが可能であることを示し、初期設計作品の重要性について言及した。	 
さらに、ファン・アイクの建築思想・作品について、バケマやヘルツベルハーと比較することで、その独自性
を明らかにした。ファン・アイクは媒介領域に明快な規模・形態を与える「固定化」への関心が高く、こうした
設計手法は、バケマやヘルツベルハーには認められないものであった。	 
最後に、オランダ構造主義への批判を概観し、「子供の家」の一面的な理解による展開の限界を示した。初期設
計作品からの展開を見据えると、「子供の家」はその一例であるが、その明瞭な構成により、設計手法として他の
建築家に多大な影響を及ぼし、結果として、安易な模倣を多く生んだことを確認した。	 
	 
第5章では、初期設計作品から抽出されたファン・アイクの設計手法をまとめるとともに、媒介領域を固定化
する設計手法の現代における展開可能性について言及し、今後の課題・展望を述べた。	 
 
